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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボールコンタクト特性が増強された球技用に使用されるスポーツシューズのための表面
構造であって、
　各シューズが上方部分とソールとを有し、
　前記上方部分がボールのシュートに使用される外側表面を有し、
　離間した複数の表面ゾーンによって形成された空間的表面パターンが、前記外側表面上
に設けられており、これらの複数の表面ゾーンは、約８００ミクロン～１０００ミクロン
よりも小さい異なるサイズのゴムの離散的微粒子の粒状構造を含む層によって形成された
コーティングによって与えられ、前記コーティングでは、接着物質が、前記複数の表面ゾ
ーンにおいて前記上方部分の前記外側表面を被覆し、前記離散的微粒子は、前記接着物質
上に配置されかつ前記接着物質によって保持される、表面構造において、
　前記複数の表面ゾーンが、離間したストライプであり、さらなる同様な層が、前記コー
ティングの上面上に与えられ、前記さらなる同様な層における微粒子は、ボールが前記さ
らなる同様な層と接触する時の前記ボールと接触する自由な外面を有する、表面構造。
【請求項２】
　前記複数の表面ゾーンは、隣り合うリブと溝を備える、請求項１に記載の表面構造。
【請求項３】
　任意の表面エリアにおける前記複数の表面ゾーン及び／又は前記複数の表面ゾーンにお
ける前記リブや前記溝の形状は、ボールが前記表面ゾーンに達した時に前記表面エリアと
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前記ボールの間に形成されるコンタクトラインの形状に実質的に合致する、請求項２に記
載の表面構造。
【請求項４】
　ゴム粒子を３００ミクロン～４００ミクロンの開口部を有する篩を通過させることによ
って得られた粒子によって第１層が与えられる、請求項１～３のいずれか一項に記載の表
面構造。
【請求項５】
　前記複数の表面ゾーンにおける前記隣り合うリブと溝は、後方へ向かってサイズが増大
する深さ及び幅を有する、請求項２に記載の表面構造。
【請求項６】
　ボールコンタクト特性が増強された球技用に使用されるスポーツシューズのための表面
構造であって、
　各シューズが上方部分とソールとを有し、前記上方部分がボールのシュートに使用され
る外側表面を有し、離間した複数の表面ゾーンによって形成された空間的表面パターンが
、前記外側表面上に設けられており、これらの複数の表面ゾーンは、ゴムの離散的微粒子
の粒状構造を含む層によって形成されたコーティングによって与えられ、前記コーティン
グでは、接着物質が、前記複数の表面ゾーンにおいて前記上方部分の前記外側表面を被覆
し、前記離散的微粒子は、前記接着物質上に配置されかつ前記接着物質によって保持され
る、表面構造において、
　前記複数の表面ゾーンが、離間したストライプであり、前記層の厚さは、少なくとも０
.３～０.４ｍｍであり、前記離散的微粒子は、ボールと接触する自由な外面を有し、前記
複数の表面ゾーンの少なくとも一部分において、隣り合うリブと溝が前記層において設け
られている、表面構造。
【請求項７】
　前記スポーツシューズの外側表面の離間した別個の複数のゾーンを接着物質で被覆する
ステップを備えた、請求項１～５のいずれか一項に記載のボールコンタクト特性が増強さ
れた表面構造をスポーツシューズに与える方法において、
　前記方法は、
　　前記接着物質の上面上に接着剤を硬化させる前にゴム粒子を配置して第１層を形成す
るステップと、
　　前記接着物質と前記接着物質上の前記ゴム粒子を反復して塗布するステップを含む、
前記第１層の上面上に第２層を配置するステップと、
　　前記接着剤を硬化させるステップとを含む、ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記ゴム粒子が関連するゾーンに配置された後に僅かな圧力を前記ゴム粒子に加える、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記接着剤を塗布するステップの前に、前記複数のゾーンの間において、マスク又はテ
ンプレートを前記シューズの前記上面上に配置する、請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　機械的な力によって及び／又は熱を当てることによって前記複数のゾーンの少なくとも
一部分において隣り合うリブと溝を設ける、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記接着物質を塗布するステップの前に、前記接着剤の結合の質を改良するために前記
スポーツシューズの外側表面を予備処理する、請求項７～１０のいずれか一項に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボールコンタクト特性が増強されたスポーツシューズ又はスポーツブーツの
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ための表面構造に関する。スポーツシューズは、上方部分とソールを有し、上方部分の少
なくとも一部は、ボールをシュートするために使用される。また、本発明は、この種の表
面構造を作る方法に関する。本発明は、球技、特にサッカー及びフットボールに使用され
るスポーツシューズに使用できる。
【０００２】
　ボールがシューズによってどのように前進するかは、主にシューズの外側表面の種類及
び設計によって決まることは、スポーツシューズの既知の特性である。いくつかの表面設
計が知られているが、時間の経過と共にそのうち特定の種類のものが使用されるようにな
り、広範に広がった。
【０００３】
　このように広く使用される表面設計の１つは、本願出願人の特許文献１において説明さ
れておリ、シューズの上方部分の有益な表面エリアに設置された「指向ゾーン」を有し、
この種のゾーンは、表面に配置されたゴムシートに複数の平行の細長い溝を備える。この
ゾーンの各々において、溝は同じ方向に延びるが、異なるゾーンの方向は異なり、方向は
、使用者のプレイスタイルによって決められた。
【０００４】
　最新のスポーツシューズ表面設計の１つは、例えばウェブサイトhttp://www.prodirect
soccer.com/articles/adidas-predator-lethal-zone-d5-football-boots.aspx.において
発表されたブランド名「Ｌｅｔｈａｌ　Ｚｏｎｅｓ」を有するシューズ（ドイツの会社Ａ
ＤＩＤＡＳ　ＡＧ）において使用されており、この設計は、他の出版物においても言及さ
れている。このスポーツシューズは、長手軸に対して約４５°の角度を成す複数の細長い
領域又はゾーンを備えて、これらのゾーンの表面構造及び形状並びに所与の場合には材料
は、関連する表面エリアのキックタスクに応じて変化する。従って、「ファーストタッチ
」と呼ばれる前側面ゾーンは、ボールにとってクッション効果を与えるスポンジ様の弾性
材料に作られた溝とリブを備え、その結果正確な標的指向性（ｔａｒｇｅｔｉｎｇ）（キ
リング（ｋｉｌｌｉｎｇ））効果を得られると言われる。これらのゾーンは真空でも作用
する。シューズの側面に沿って、締め紐穴付近には、より正確で長いパスのために使用さ
れるより明確な空間設計を有する「ドライブゾーン」が設置される。このエリアは、より
大小の幅の溝状ストライプを備える。トウの位置付近に相当する前側エリアには、狭い「
ドリブルゾーン」が設置され、このゾーンは、離間され、素早く確実なコンタクトを与え
る役割を持つ。シューズの前中央部には、より大きい、「エクレア形」制御及びパスゾー
ンが設置され、平行の１対のリムによって囲まれる。このゾーンは、発泡材様の材料で作
られる。発泡材の形状記憶効果によって、このエリアは、他のゾーンより長いボールとの
コンタクト時間を持つ。最後に、前部トウエリアから中央に、より広く上向きのストライ
プ及びストライプの下端を接続する部分を備えるスウィートスポットゾーンが設置される
。このストライプ状リブは、表面からさらに延びて、ボールのツイスト効果及び速度を増
す。
【０００５】
　このシューズの更なる特徴は、ソール部分がほぼ完全に上方部分に成形され、その間に
ほとんどギャップがなく、ソールの材料の固体堅さ（solid consistency）は、薄い可撓
性材料及びプレーヤの足のみが衝撃抵抗を与える上方部分とは異なる衝撃抵抗をボールと
の間に与える。
【０００６】
　弾性の溝／リブ構造は、この靴の設計にもみられるが、より様々な硬さの材料のゾーン
があり、特定のゾーンにおいては、リブの形状及び高さが異なる。
【０００７】
　これまで使用されたほとんどのスポーツシューズにおいて、ゾーンは、上方部分に固定
された１つ又はそれ以上のゴムシートの表面に設置された硬質ゴムのベース上に作られた
溝／リブ構造を備える。
【０００８】
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　スポーツシューズの場合、上方部分の非溝付き表面は平滑であり、溝とリブも多少の表
面粗さしか持たなかった。即ち、リブ自体は、その長さ及び傾斜面に沿って平滑な表面を
持っていた。
【０００９】
　上述の大きく改良された設計は、平均的プレーヤのスタイルに合わせるためにのみ作ら
れており、任意のプレーヤの個々のプレイスタイルに合わせた位置、形状及び溝／リブ構
造を設計し実現する可能性のない大量生産商品である。
【００１０】
　ボールがシューズ表面の所与の部分に変化する力で接すると、ボールは数分の１秒で変
形する。表面との接触面積は、衝撃力の程度によって決まる。ボールは平滑な表面を有し
、ボールと靴表面との間の過渡的接触の質及び特徴（例えば、表面に対するボールの一瞬
の付着）は、靴の品質に決定的効果を有する。このことは、ボールと靴との間の過渡的接
続が、跳ね返るボールの方向、速度及び回転を決定することから、分かる。この効果は、
プレーヤのキックの動きの種類及び速度に加えて生じるものであるが、この効果は無視で
きない。
【００１１】
　上記の特性及び制限を要約すると、従来の設計の１つの欠点は、個別の設計の可能性が
全く又は僅かにしかなく、個別の設計が必要な場合、大量生産の靴をはるかに上回るコス
トでしか生産できない。更なる欠点は、微細な平滑な靴表面（この表記法においては、空
間的構造ではなく表面粗さと理解される）である。最後に、更なる欠点は、ソールの縁又
は所与の事例においては、ソールから下向きへ延び靴の表面とは異なる表面を有する側面
に配列されたクリート（ｃｌｅａｔｓ）の外面は、上方部分の接触面とは全く異なる効果
をボールに対して与える可能性がある。球技の混乱した状況において、ボールが縁又はク
リートに当たることはしばしば生じることであり、これは概して不正確なシュートを生じ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】ハンガリー特許第２２２８０６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の主要な目的は、上記の欠点を減少又は排除でき容易に製造できかつ耐久性のあ
る、球技用好ましくはサッカー用のスポーツシューズの表面構造及びその製造方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明によれば、弾性材料の粒状構造、好ましくは粒状ゴムは、スポーツシューズの上
方部分の表面に適切な接着剤によって固定でき、構造は、設定された粒度及び分布を持つ
ことが分かった。粒子は、接着剤の中で安定的に硬化し、このように被覆されたシューズ
の部分において、特殊な粒状の、粗い可撓性の構造が形成される。この原理は、上方部分
の設計、被覆領域の数、形状及び位置付けに関してシューズの設計者に大きな自由度を与
える。この自由度は、このように確立された表面に対して、機械的干渉によって又は硬化
後に熱及び機械的干渉を組み合わせることによって任意の形状又はパターンの溝／リブを
作ることができることによって増大する。溝／リブの形状、サイズ、方向及び構造は、ス
ポーツシューズが個別の特性を持ち所有者または使用者のニーズに沿うことができるよう
に自由に選択できる。
【００１５】
　従って、この種のスポーツシューズの表面は、あらゆるプレーヤの期待、ボールの扱い
の好みに応じて設計でき、選別されたキープレーヤの場合には、プレーヤの正確なニーズ
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に応えるために多数の予備テストを実行できる。
【００１６】
　本発明は、請求項によってその範囲が画定される。
【００１７】
　本発明に係る表面構造の下の上方部分のタイプ及び材料は、二次的役割しか持たず、た
とえ最安値の平滑な革表面でも、本発明に係る表面構造を確立するための基盤として使用
できる。上方部分に当接するソールの縁は常に表面の硬さで跳ね返し、たとえボールが上
方部分にしか当たらなくてもボールがこの境界ゾーンに当たればボールは様々に反射する
。この効果を減少するために、上方部分とソールの縁との間の窪みに接着剤を充填し、縁
及び接続ゾーンも上方部分に属するかのように、接着剤と縁自体を均等に可撓性粒状構造
で被覆できる。この場合、ボールが縁に当たった場合、上方部分と同種の表面に触れるの
で、上記の反射エラーは生じない。
【００１８】
　上方部分において、接着剤の下に、リブと窪みを含む空間的構造を与えることもでき、
この場合、上方部分の表面構造は、下の表面の形状に追随できる。
【００１９】
　地面へ向かって下向きに更なる可能性を与えることができる。即ち、草で覆われた地面
におけるスリップを防止するために使用されるクリートの外面を同様にコーティングでき
る。様々な状況及びポジションにおいてプレーヤがクリートの外面がボールに当たるよう
にボールを扱ってしまう可能性は、排除できない。
【００２０】
　提案される方法は、更なる有利な可能性を与える。所与の１足のスポーツシューズが摩
耗して、表面が使い古され、所与の事例において、多少のスクラッチ又はクラックが在る
ときでも、本発明に係る構造によって被覆でき、上方部分がその上に前記構造を持てる限
り接着剤の下の表面の特性は関係なくなる。提案される新しい粒状表面構造は、それ以前
の全ての欠陥部分を被覆し隠蔽する。このようにして、本発明の解決法は、シューズの耐
用期間を増大できる。
【００２１】
　最後に、被覆構造又はその一部は、研磨機によって又は同様の研磨法によって除去でき
、その後、新しい構造をベース表面に与えることができる。プレーヤが以前の溝／リブ構
造が気に入らない場合、この構造を取り除いた後、より好ましい表面構造を同じシューズ
に与えることができる。
【００２２】
　本発明について、添付図面を参照しながらその好ましい実施形態に関連して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図２】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図３】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図４】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図５】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図６】本発明に係るスポーツシューズの実施形態の写真の特徴的な細部を示す。
【図７】別の実施形態の斜視図である。
【図８】別の実施形態の斜視図である。
【図９】別の実施形態の斜視図である。
【図１０】別の実施形態の斜視図である。
【図１１】別の実施形態の細部を示す写真である。
【図１２】別の実施形態の細部を示す写真である。
【図１３】別の実施形態の細部を示す写真である。
【図１４】別の実施形態の細部を示す写真である。
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【図１５】別の実施形態を示す写真である。
【図１６】別の実施形態を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実験的実施のために、革の上方部分を有する１足の既存の中古スポーツシュー
ズを使用し、ブラシを用いてＢＡＳＦ社（ドイツ、ルートウィッヒ６７０５６）製造の商
品名ＣＯＮＩＰＵＲ３０１の単一成分を有する無色接着剤で表面全体を被覆した。この接
着剤は、ポリウレタン系であり、ポリイソシアネートを主原料とし、大気の水分の効果を
受けて硬化する。
【００２５】
　市場で、数種の粉砕ゴムを入手でき、その多くは、使用済みタイヤをすりつぶすことに
よって生産されるが、限定的に生産されたゴムの微粒子もある。これらのゴム微粒子は、
概略的に、粉砕後に粒子が通過する篩のメッシュサイズによって特徴づけられる。メッシ
ュサイズ０.４ｍｍを持つ篩によってより分けられたゴム粒子は、０.４ｍｍ未満の粒を含
み、特定の粒度分布を有する。ほとんどの場合、この種の微粒子は、自動的に非常に小さ
い粒子（約５０～１００ミクロン）を充分な量含み、異なるサイズの粒で作られた混合体
を使用する必要がない。
【００２６】
　この状態が保証できない場合、１００ミクロンより小さい粒子を２～１０質量パーセン
ト、２００ミクロンより小さい粒子を５～３０質量パーセント含み、支配的な成分が、篩
にかけた約３００～４００ミクロンの粒子であることが望ましい。小さい粒度は、優れた
表面付着を与え、より大きい粒は、ボールとのコネクションを容易にするために要求され
る粗い表面を与える。
【００２７】
　約０.８ｍｍ～１ｍｍより大きい粒は、完全に接着剤によって拘束されず、表面から剥
がれる傾向があり、表面が粗すぎるように見えるので、見た目があまり良くない。従って
、０.８～１ｍｍより小さい粒、好ましくは、０.４～０.３ｍｍあるいは０.２ｍｍより小
さい粒子を使用することが好ましい。最大粒度は、ボールとのコンタクト特性を著しく悪
化させないので、粒度はそれほど重要ではなく、粒度は、むしろ、得られた層の耐用性及
び外観に影響する。
【００２８】
　粒子が使用済みの車のタイヤから作られる場合、タイヤの特性を使用することが好まし
い。特性に従い、通常又は比較的暖かい環境で使用されるスタンダード（ノーマル）タイ
ヤがあり、またその関連温度範囲において優れた表面付着を有するウィンタータイヤ（１
２℃未満で使用）がある。従って、冬季においては、ウィンタータイヤで作られた粒子で
スポーツシューズを被覆することが好ましい。
【００２９】
　使用済みタイヤ又はその他のゴム材料から粒子を削ることも、非常に高圧のウォーター
ジェットを用いることによって可能である。この技法から、好ましい粒子形状及び粒度を
得ることができる。
【００３０】
　上述のサイズ分布のゴム粒子を、接着剤によってコーティングされた表面において過剰
な量散在させた後、外側表面を、ゴム手袋を着用した手で又は軟らかい織物材によって僅
かに押圧し、シューズを硬い物体にぶつけることによって余分な量の粒子を除去した。
【００３１】
　周囲温度及び空気の湿度次第で、表面は約１２～２４時間で充分に硬化する。
【００３２】
　硬化後、軟らかいラグを用いて、残りの過剰（拘束されない）粒子を取り除ける。残り
の表面は、十分に安定し、粗く、ボールとの間に優れた接触コンタクトを有する。
【００３３】
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　同様の結果が、出発物質として上述の接着剤ではなく同じ製造者のＣＯＮＩＰＵＲファ
ミリーの他の商品即ち型番ＣＯＮＩＰＵＲ３０２、ＣＯＮＩＰＵＲ３１５又はＣＩＮＩＰ
ＵＲ３２２を選択した場合に得られる。これらの接着剤は、多少異なる組成及び硬化時間
を持つが、ゴム微粒子へのコネクションに関しては、基本的に等しい。
【００３４】
　接着剤の塗布に関する限り、表面全体をコーティングしなければならない場合、最も好
ましい方法は、ブラシの使用である。表面のある区画のみをコーティングする場合、接着
剤の塗布前に区画の境界を適切なペン又はマーキング手段でマークすることが好ましい。
数が多い場合、コーティングが施される個所にそれぞれの窓を備えるテンプレート又はマ
スクを使用すると良い。マスキング後に、ブラシで接着剤を塗布することが更に好ましい
。
【００３５】
　分離したストライプ又は区画にコーティングを施さなければならない事例においては、
軟らかく僅かに吸湿性の材料のシリンダを使用するツールを用いて作業することが好まし
い可能性がある。この場合、接着剤は、チューブを押圧することによってツールのハンド
ルに取り付けられた絞り出しチューブからシリンダの対向する側へ給送できる。
【００３６】
　表面を接着剤によって及び必要な安全処置を維持することによって被覆する既知の手法
及び方法はいくつかあり、そのいずれでも、接着剤の塗布に使用できる。
【００３７】
　接着剤は、シューズのソールの縁及び上方部分と前記縁との間の接続部に形成された溝
にも塗布でき、その後で、この被覆された表面に、ゴム粒子を配置しなければならないこ
とが分かるはずである。
【００３８】
　迅速な硬化が必要とされる場合、そのために、上方部分の革（又はプラスチック）表面
にもゴム粒にも同等に付着する速硬性接着剤がある。本発明にとって好ましいこの種の速
硬性接着剤の例は、ドイツの会社Ｈｅｎｋｅｌ　ＡＧ製造のＬＯＣＴＩＴＥ　４８５０形
式のシアノアクリレート系接着剤である。
【００３９】
　革表面にコーティングする場合、接着剤の塗布前に洗浄液によって表面を清浄すること
が妥当であり、別個の下塗り組成を使用する必要がないが、それが害となることはない。
【００４０】
　全面的または部分的にプラスチックシュート表面を備えるスポーツシューズがあり、所
与の事例において、材料は、例えば発泡材インサートを用いることによって多少軟化され
る。この種のシューズにおいて、粒子が塗布される前に、準備ステップが実行されること
が好ましい。第１のステップとして、細かい研磨器で表面を粗くすることが妥当かも知れ
ない。特定の表面設計において（特に縫製のために使用された短い糸の端部が表面から出
ている場合、）短時間の燃焼が好ましい可能性がある。この場合、燃焼時間はできる限り
短く例えば２０秒未満でなければならない。燃焼効果を受けて、外に飛び出した糸又は繊
維はなくなるが、短い処理時間で、表面を、溶融又は変形温度まで温めることはできない
。その後の洗浄は、アセトン系洗浄液によって実施できる。
【００４１】
　このようにして準備された表面は、更に、短時間で蒸発するが接着剤の接着力を改良す
る下塗り組成を塗布することによって処理できる。この種の下塗り組成は、例えばＨｅｎ
ｋｅｌ　ＡＧの製品ＴＥＲＯＳＴＡＴ　４５０である。
【００４２】
　接着剤及び粒子を塗布した後にかつ接着剤が完全に硬化する前に、但し接着剤が硬化し
た後に、使用者が必要とする場所に使用者のプレイスタイル又は好みに応じた方向へ延び
る溝／リブ構造を与えることが好ましい。溝／リブパターンを形成する単純な手法は、要
求される溝／リブプロフィルに合致するように作られたエッジを持つローラー付きのハン
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ドツールの使用である。この種のツールを溝の予定されたラインに沿ってローリングする
と、自動的に要求されるパターンが作られる。この種のツールを小さい圧力でローリング
するのに特殊な技能は必要ない。リブは、粒子の塗布から約１０～１８０分で得られる。
【００４３】
　接着剤がすでに硬化している場合、溝／リブを作るべき表面を加熱すれば、同様のツー
ルによって必要なリブ作りを行える。別の手法によれば、リブの逆のプロフィルを、高い
比電気抵抗を持つシートのエッジに沿って再現できる。適切な電気エネルギーがシートの
両側に結合される場合、シートは、約１５０～２５０℃の温度まで温められる。この温め
られたツールを要求される溝の経路に沿って僅かな圧力を加えて導くと、プロフィル付き
のエッジがリブを形成する。接着剤が完全に硬化した後このようにしてリブが与えられる
場合、リブは、完全硬化前に純粋に機械的手法によってリブが与えられる場合により安定
し、強くなる。
【００４４】
　接着剤の塗布についてもリブの準備についても、いくつもの既知の方法が、当業者には
周知又は明白なので、本発明は、接着剤の塗布又はリブ作りの具体的手法に限定されない
。
【００４５】
　リブの形状に関しては、ハンガリー特許第２２８０６号明細書の教示を参照する。前記
特許によれば、リブは僅かな前向きの傾斜を持つことが好ましい。即ち、リブの長さに直
交する方向において、リブプロフィルの中央面は、該当の靴表面に直交する平面に対して
前方へ約５～１５°の角度を成すことが好ましい。リブのエッジは約２０～４０°の角度
を持つことが好ましい。
【００４６】
　コーティングが施される場所における粒子の粒度及び粒度分布次第で及びリブの設計次
第で、本発明は、多様な形式及び変形で実施できる。図１～６において、様々な原理に従
って設計されたスポーツシューズの細部を示す。
【００４７】
　図１に示す実施例において、さび色のゴム粒状体が使用され、図はシューズの前端部の
細部を示す。ここで、リブは、長手中心軸に対して対称形に広げた指のように分散するの
で、軸からの距離は前方へ向かって増大する。ゴム粒子コーティングは連続的である。
【００４８】
　図２は、図１のスポーツシューズの側面図であり、ソールの全縁もコーティングされて
いるので、表面は連続的であり、上方部分がソールに出会う領域において破断又は凹部が
ない。図２において、溝／リブの方向は、前側面部において見える。ソールの材料はこれ
に取り付けられる上方部分よりずっと硬く、ボールに対する表面付着が異なるので、ソー
ルの縁のコーティングが好ましい。ボールが、提案されたコーティングを持たないソール
の縁に当たった場合、シュートは必ずしも意図される方向に飛ばない。本発明に従ってこ
の縁をコーティングした後は、表面付着は縁領域でも同一のままであり、コーティング材
料の弾性は、ソールの剛性を緩和するので、シュートは意図される方向へ近づく。
【００４９】
　図３に示す実施形態において、図２に示す実施形態のようにソールの縁がコーティング
されるだけでなく、比較的大きいクリート（ソールの縁付近に示す）の表面にもコーティ
ングされる。クリート表面上の層もリブ付きである。この写真から分かるように、また、
表面積のサイズの割合から、ボールがクリートの外面にうまく衝突することが容易に分か
る。本発明に従った層によって被覆された表面は可撓性であり、上方部分のコーティング
加工表面と全く同様の優れたボールコンタクトを有するので、クリート表面に当たるボー
ルの経路も制御される。
【００５０】
　図４は、粒状層がシューズの上方部分の離間したストライプに表された実施形態を示す
。この実施形態の利点は、被覆されない革表面がある程度の発汗経路を与えることである
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。層状ストライプは、斜め方向に延びるリブを有する。ストライプは、興味深いパターン
を形成する。ボールが、被覆層の縁を表すパターンの境界に当たると、シュートの方向に
影響する。
【００５１】
　図５は、層がより大きくかつ粗い粒を含み溝／リブがより大きい実施形態を示す。写真
は、ソールの縁付近の拡大細部を示す。上方部分の最下部領域において、溝／リブは、ソ
ールの平面に平行に延びるが、この領域より多少上方においては、リブの方向は、水平方
向に対して角度を成す。
【００５２】
　図６は、図１に示すのと同様の上方部分の前中央部のリブを示すが、分散する溝の間に
Ｖ字形領域が形成される中央区分において、溝／リブは水平方向へ即ちシューズの長手軸
に直交する方向へ延びる。
【００５３】
　図７～１０は、本発明の係るコーティングを備えるスポーツシューズの別の実施形態の
斜視図である。
【００５４】
　図７は、中古スポーツシューズに本発明に従って与えられた表面構造を示す。図は、３
つの異なるゾーンに分割される右前部表面を示す。３つのゾーンにおいて、関連するリブ
の方向は非常に異なる。コーティング加工領域において、ソールの縁表面もコーティング
され、その表面設計は、その上方の隣接するゾーンの設計に追随する。中央ゾーンにはリ
ブがない。ボールの方向にとって、優れたボールコンタクトを持つ粒状の粗い表面で十分
である。
【００５５】
　図８は、異なる原理の設計の実施形態を示す。この設計において、中心軸の両側におい
て、離間したリブ付ゾーンのそれぞれの対が前後に配列される。線状のリブの方向は異な
る。リブ付ゾーンの間には、狭い空間しか形成されない。
【００５６】
　図９の斜視図は、シューズのボトム部分の設計を示す。リブは、ゾーンの間に実質的な
空間を持つ広いストライプとして設計されたゾーンに設置され、溝／リブは、相互に平行
であり、前方及び下向きに傾斜する向きである。図は、ソールに固定されたクリートを示
し、クリートもその外面がコーティングされ、溝／リブはクリートの側面にも施される。
コーティングは、ソールと上方部分との間の接続ゾーンを被覆する。従って、ソールの縁
はその上のコーティングによって完全に隠されているので、見えない。この設計において
は、ボールをシュートするためにシューズの全表面を使用することはできない。
【００５７】
　図１０は、可視の締め紐も、締め紐のための可視の大きい穴も持たないので、その上方
部分の全表面がシュートのために使用できるスポーツシューズを示す。表面は、離間した
コーティング加工エリアを備え、各々のエリアは異なる向きの溝／リブ構造を有する。ソ
ールの縁及びクリートの外面も、この実施形態においてコーティングされる。
【００５８】
　図１１及び１２は、同じスポーツシューズの前面上方部分を右及び左方向から撮った写
真である。上方部分は、黒いフィールドによって表されるように本発明に係るベースコー
ティングを備える。ベースコーティングの上に、第２層又はコーティング（図において黄
色）が、円弧状境界を持つ複数のフィールドを備える設定されたパターンに従って施され
る。それぞれの円弧区分の形状は、関連する表面エリアの表面とボールの湾曲したミーテ
ィングラインに対応する。所与の円弧の方向は、ボールがシューズを離れる方向に影響す
る。パターンの境界の円弧設計に加えて、この第２コーティングも、リブを備え、湾曲溝
／リブは、対応する円弧区分の方向に追随する（即ち、実質的にこれに平行に延びる）。
写真から、表面の様々な部分において、関連する円弧区分の中心半径の方向（即ち、任意
の円弧区分の二分点と円弧の中心を結ぶ直線）は、実質的に前向き又は前向きとの間に小
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向かって増大し、前ノーズ部において、非常に細かい小さい溝／リブしかないことを示す
。このように徐々に増大するリブの設計は、標的指向の正確性を改良することが分かった
。
【００５９】
　図１３及び１４は、同様に、別の実施形態の右及び左側面を示す。ここでは、単一コー
ティングしか施されないが、溝／リブは、前の実施形態と同じ円弧設計を有し、溝の幅及
び深さは、後方へ向かって増大する。溝／リブの設計は、主に、シューズの使用者がプレ
イするポストによって決まるが、プレーヤのボールの扱いの好みによっても決まる。円弧
区分の中心半径線も、実質的に前方向きである。
【００６０】
　図１５及び１６は、別の実施形態の左及び右から撮った写真である。この実施形態にお
いて、黒いエリアはコーティングを持たず、ストライプ形パターンのみがコーティングさ
れる。パターンを形成するエリアは僅かに湾曲し、境界線の円弧区分の中心半径は、この
場合も前方向へ延びる。円弧区分の数は、前の実施形態の場合より少なく、コーティング
加工エリアはより大きい。コーティング加工エリアは、この場合にも関連するコーティン
グ加工エリアの円弧境界線と平行に延びる溝／リブを備える。
【００６１】
　図示する多数の実施形態から、本発明は、溝／リブ、コーティング加工エリア又は、リ
ブ付コーティング加工エリアの設計の仕方に高い自由度を与えることが分かる。従って、
ボールの方向付け及び標的指向性は、いくつもの手法でかつ個別の好みで実現できる。
【００６２】
　但し、本発明の基本的利点は、粒状コーティングに在る。コーティングは、弾性であり
、コーティング加工表面とボールとの間に優れたコンタクトを与えて、寒い及び／又は多
湿の条件の下でもプレーヤの意図に従ってボールを扱えるようにする。上述のように、リ
ブ、コーティングのパターン及びコーティング加工層の数は、個別の好みに従って実現で
きる。
【００６３】
　図示するいくつかの実施形態は、全ての可能な設計の断片しか表していない。最も正確
な結果は、プレーヤが自分の期待に合致する設計を見つけるために実験を行う時間が与え
られた場合に達成できる。本発明の別の利点は、適切な手段及びツールを用いて基礎のベ
ース表面を傷つけることなく除去でき、特定のプレーヤのためにより適したコーティング
及び構造でコーティングし直すことができる。同じシューズを用いて反復的実験を実施で
きる可能性は、個別的最適化のための理想的解決法を与える。
【００６４】
　本発明に係るコーティングは、耐久性があり、いくつものシーズンに使用でき、コーテ
ィングが擦り減ったり摩耗したりした後、コーティングを除去して、新しいコーティング
を施すことによってシューズを再使用できる。
【００６５】
　本明細書において説明した特性については、数人のプレーヤがテスト済みであり確認し
ている。彼らの報告によれば、コーティングは、ボールの扱いを改良し、標的指向性の正
確性を増強し、所与の状況においてボールを捻って方向付けするプレーヤの意図を解決す
る助けとなった。ボールスリップ又はミスシュートは報告されなかった。
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